
 

研究発表ポスターを 
 

 

自分たちの 

研究を            伝える 
   

 

 

 

 

 

 

良いポスターができると・・・ 

   ① 自分自身の頭の中が整理されます。 
   ② 人に関心をもってもらうことができます。 
   ③ グループ全体が発展します。 

 

兵庫県立三田祥雲館高等学校探究情報推進部 

正確に 
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イン 

 

     を正確に わかりやすく 伝える 
 

研究のストーリーを考え、レイアウトシートを作成しましょう 

下の書き方を参考に、研究ポスターレイアウトシートを作成することで、自分たちの研究をまとめま

す。小論文を書くのと同様、研究の発表でも「起承転結」のあるストーリーを意識し、「序論」「研究手

法」「結果と考察」「結論」に書く内容を考えます。研究手法と結果・考察の組み合わせは、自分が研究

を行った数です。１つでもかまいません。それぞれの枠に書くことが決まったら、「序論と結論」、「研究

手法と結果・考察」、「結果・考察と結論」が、それぞれきちんと対応しているかを確認しましょう。それ

が、論理的に考えるということです。 

 人に伝えるためには、研究のタイトルも大切です。研究のおおまかな内容がわかり、何か面白そうだ

と思わせるタイトルを考えましょう。 

 
 

情報 
・ 

成果 



 

     を工夫して わかりやすく 魅力的に 伝える 
 
 

デザインのルールを学んで、良いポスターを作りましょう 

【良いポスターためのデザインのルール】  

その１ 書体（フォント） 個性的な書体は避けて読みやすさを重視する 

① 見せる文章（タイトル・小見出しなど）     ポスター ⇒ ゴシック体が基本 

② 読ませる文章（文字数が多い文章・書類など）  論文   ⇒ 明朝体が基本 

 

その２ 文章の配置と箇条書き   行頭（小見出しも）左揃えを基本とする 

① ちょうどよい行間にする。狭すぎず広すぎない。 

さらに、行間より少し広めの段落間隔をとること

で、項目ごとのまとまりがわかり、理解しやすく

なる。 

② 行⾧を⾧くしすぎない。⇒ 段組みを利用する。 

③ 小見出しなどは、文字の大きさで強弱をつける。 

 

その３ 写真や表・グラフ   写真やグラフは加工して見やすくする 

① 写真 不要な部分を「トリミング」で取り除き、見せたいものを強調する。サイズを変えるときは、

必ず「縦横比」を固定すること。 

② 表・グラフ エクセルで表示されるグラフはそのまま使わない。 

③ 複数の写真やグラフを使うときは、その種類ごとに大きさをそろえる。 

④ キャプション（簡単な説明）は、図（写真も含む）の場合は下、表の場合は上につける。 

⑤ 写真を貼るときは、「図の圧縮」を選択して、解像度を下げる。（印刷用程度で良い。） 

 

◎写真・表・グラフの修正の例  

 初期設定のまま 修正案 
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その４ 配色の基本  色の使い過ぎに注意！合計４色を基本にする 

① 背景色：ふつうは白、スライドやポスターでは変えることが可能 

文字の基本色：黒または灰色 

メインの色：全体を通じたイメージカラー。タイトルや小見出しの色として使う。 

強調の色：重要度の高い単語、文章に用いる。目立つ色を用いる。メインの色の補色でもよい。 

② 彩度の高すぎる標準色は使わず、少し抑えた落ち着きのある色を使うのがベター。 

 

その５ レイアウトの基本  情報の構造を明確にし、視線の流れを意識する 

① 読む順番を迷わない配置にする。人の視線の流れ

は、逆 N か Z の方向。 

② 項目ごとにグループ化する。（序論 方法 など） 

③ それぞれの囲みごとに、余白を十分にとる。 

④ 文字やオブジェクトの配置を、左揃えを基本にし

て揃える。ガイド線を利用するとよい。 

⑤ 文字の大きさ、色などを利用し、強弱をつける。 

⑥ 項目ごとの従属関係を明確にする。「大見出し」

「小見出し」など、それぞれの大きさや色を統一

する、「見出し」の横には文章を書かない、など。 

⑦ 文字や図形、イラスト、写真など、イメージに合う効果的なアイキャッチャーを配置すると、より魅

力的になり人の目をひくことができる。 

 

【実践】 研究発表ポスターのレイアウトの例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引用文献】 伝わるデザインの基本 高橋佑磨・片山なつ著 技術評論社 

       http://tsutawarudesign.com/index.html 研究発表のユニバーサルデザイン   

逆 N 型            Z 型 


